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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第９期

第３四半期連結
累計期間

第９期
第３四半期連結
会計期間

第８期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (百万円) 38,580 11,361 61,548

経常利益又は
経常損失(△)

(百万円) △120 △309 1,518

当期純利益又は
四半期純損失(△)

(百万円) △708 △330 661

純資産額 (百万円) ― 9,105 10,520

総資産額 (百万円) ― 57,034 57,368

１株当たり純資産額 (円) ― 117.25 135.42

１株当たり当期純利益
又は四半期純損失(△)

(円) △9.12 △4.26 8.52

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 15.97 18.34

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △209 ― 3,374

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △762 ― △934

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,547 ― △3,763

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 3,492 2,928

従業員数 (名) ― 1,042 1,054

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、また、第９期第

３四半期連結累計期間および第３四半期連結会計期間は、１株当たり四半期純損失であるため記載し

ておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

 平成20年12月31日現在

従業員数(名) 1,042［222］

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で

記載しております。

２　臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み派遣社員を除いております。

 

(2) 提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数(名) 380［44］

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載

しております。

２　臨時従業員には、季節工、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。
 

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

建設・建材事業 2,620

工業製品・エンジニアリング事業 242

自動車関連事業 906

合計 3,769

(注) １　金額は、製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における工事部門の受注実績を事業の種類別セグメントごとに示す

と、次のとおりであります。

なお、製品は主として見込生産であります。
 

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

建設・建材事業 1,938 4,129

工業製品・エンジニアリング事業 1,994 8,964

合計 3,932 13,093

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。
 

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円)

建設・建材事業 6,513

工業製品・エンジニアリング事業 3,959

自動車関連事業 875

その他の事業 13

合計 11,361

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機が実体経済に波及し世界同

時不況の様相が強まる中、急激な円高や株安が企業の収益を圧迫し設備投資の減退、雇用環境の悪

化を招くなど景気は後退局面に入り急速に悪化してまいりました。

当社グループの事業領域と関連の深い建設関連業界は、設備投資の意欲減退などを背景に建築計

画の中止や延期、規模縮小が相次ぎ、一方電力・造船・プラント業界におきましても、需要は大幅に

減少してまいりました。

このような状況におきまして、当第３四半期連結会計期間の連結売上高は113億６千１百万円、営

業損失は７千７百万円、経常損失は３億９百万円、四半期純損失は３億３千万円となりましたが、当

社グループの業績は季節的変動がありますので、当該四半期業績は通期の業績に必ずしも連動いた

しません。

なお、既に１月15日に情報開示しておりますとおり、「エーアンドエー工事株式会社」を設立し

建設・建材事業における工事請負業を同社が取り扱うことといたしました。これは、永年建材事業

として培ってきた「施工技術」および「施工力」ならびに「当社が持つ防耐火・遮音に関する建

材・構造等の総合的知識」を活かし、防音・遮音および防熱工事等も行い、より高い収益力の確保

を目指すものであります。

現在、当社グループは平成20年度を初年度とする３ヵ年の新中期経営計画「BREAK－THROUGH 

PLAN」における諸施策の実行に取り組んでいるところであり、経営環境が悪化していく中にあって

も目標達成に向けて鋭意努力していく所存であります。

 

事業の種類別セグメントの状況は次のとおりであります。
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建設・建材事業

材料販売につきましては、主力商品でありますけい酸カルシウム板・波形スレート・耐火二層

管の販売数量が大幅に減少し、材料販売全体の売上高は46億８千７百万円となりました。

工事につきましては、鉄骨耐火被覆工事の計画物件の延期、中止などにより完成工事高は減少

しており、建設関連工事全体の売上高は18億２千５百万円となりました。

この結果、建設・建材事業全体の売上高は65億１千３百万円となりました。

 

工業製品・エンジニアリング事業

材料販売につきましては、プラント配管および機器向けけい酸カルシウム保温材の販売数量が

減少し、船舶用防火材「マリライトSRパネル」の事業撤退、電力メンテナンス需要の減少などの

影響を受け、材料販売売上高は21億６千１百万円となりました。

工事につきましても、環境関連設備工事等の受注減少により完成工事高は17億９千８百万円と

なりました。

この結果、材料販売および工事を合わせた工業製品・エンジニアリング事業全体の売上高は39

億５千９百万円となりました。

 

自動車関連事業

第３四半期に入り世界的な自動車不況の影響を受け、主力商品であります二輪車用ブレーキラ

イニングの他シール材、クラッチフェーシングの販売数量は減少いたしました。

この結果、自動車関連事業の売上高は、８億７千５百万円となりました。

 

その他の事業

子会社の保険料収入等でありますが、売上高は１千３百万円となりました。

 

[当社グループの四半期業績の特性について]

当社グループは不燃建材の製造、販売と共に建設・建材関連工事、工業製品・エンジニアリング

関連工事の設計、施工を主な事業としており、それら工事部門の売上高は全売上高の４割以上を占

めております。

わが国では、事業年度を４月から３月までと定めている企業が多いため、工事の検収が年度の節

目である第２四半期および第４四半期に集中する傾向があります。中でも工事期間の長い工業製品

・エンジニアリング関連工事においては第４四半期への集中が顕著であります。このため、工事に

係る収益の計上基準として「工事完成基準」を採用している当社グループの業績には季節的変動

があります。

 

(2) 財政状態の分析

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ３億３千４百万円減少

し570億３千４百万円となりました。これは主に、未成工事支出金の増加17億７千４百万円に対し、
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受取手形及び売掛金の減少４億２千万円、完成工事未収入金の減少13億５千５百万円、土地の減少

４億５千４百万円によるものです。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ10億８千１百万円増加し

479億２千８百万円となりました。これは主に、社債の減少４億円とその他流動負債の減少３億円に

対し、借入金の増加21億４百万円によるものです。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、14億１千５百万円減少し91億５百万円となりま

した。これは主に、利益剰余金の減少12億５千２百万円によるものです。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は前四半期連

結会計期間末に比べ12億３千８百万円増加し、34億９千２百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失３億１千２百万円に減価償却

費の計上３億５千５百万円、売上債権の減少８億５千５百万円、たな卸資産の増加22億９千１百万

円、その他流動負債の増加９億６千４百万円などにより、１億５千４百万円の資金の増加となりま

した。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得７千７百万円などにより、９千７百

万円の資金の減少となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済14億５千３百万円、社債の償還による

支出４億円、長期借入れによる収入10億５千万円および短期借入金の増加19億９千４百万円などに

より、11億９千１百万円の資金の増加となりました。

 

(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重

要な変更および新たに生じた問題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、１億９千２百万円であります。なお、当第３四

半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 77,780,00077,780,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
1,000株

計 77,780,00077,780,000― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

― 77,780,000― 3,889 ― ―

 

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握

しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 119,000

― ―

完全議決権株式(その他) 77,340,000 77,340 ―

単元未満株式 321,000 ― ―

発行済株式総数 77,780,000― ―

総株主の議決権 ― 77,340 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が10,000株(議決権10個)

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式51株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エーアンドエー
マテリアル

 
横浜市鶴見区鶴見中央
二丁目５番５号

119,000 ― 119,000 0.15

計 ― 119,000 ― 119,000 0.15

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

 
10月

 
11月

 
12月

最高(円) 105 121 164 134 126 106 90 71 83

最低(円) 93 100 106 105 96 80 56 56 57

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期

連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)については、「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号)附則

第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しておりま

す。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年

10月１日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,511 2,981

受取手形及び売掛金 ※５
 8,296 8,716

完成工事未収入金 2,158 3,514

商品及び製品 4,690 4,362

仕掛品 232 210

原材料及び貯蔵品 521 464

未成工事支出金 7,833 6,058

その他 1,469 1,619

貸倒引当金 △64 △210

流動資産合計 28,649 27,717

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,169 2,375

機械装置及び運搬具（純額） 4,459 4,325

土地 19,122 19,576

その他（純額） 293 735

有形固定資産合計 ※２
 26,044

※２
 27,013

無形固定資産 661 575

投資その他の資産 ※１
 1,679

※１
 2,062

固定資産合計 28,384 29,650

資産合計 57,034 57,368
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※５
 9,131 9,408

短期借入金 14,418 11,511

1年内償還予定の社債 － 900

未払法人税等 225 667

賞与引当金 320 417

引当金 19 34

未成工事受入金 4,165 3,582

その他 3,474 3,774

流動負債合計 31,754 30,297

固定負債

社債 1,000 500

長期借入金 6,410 7,212

退職給付引当金 2,787 2,718

引当金 221 235

その他 5,755 5,883

固定負債合計 16,174 16,550

負債合計 47,928 46,847

純資産の部

株主資本

資本金 3,889 3,889

利益剰余金 4,783 6,036

自己株式 △13 △12

株主資本合計 8,658 9,913

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 100 226

繰延ヘッジ損益 △485 △107

土地再評価差額金 835 484

為替換算調整勘定 △2 1

評価・換算差額等合計 446 605

少数株主持分 － 2

純資産合計 9,105 10,520

負債純資産合計 57,034 57,368
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 38,580

売上原価 30,868

売上総利益 7,712

販売費及び一般管理費 ※１
 7,275

営業利益 437

営業外収益

受取利息 36

受取配当金 22

その他 62

営業外収益合計 121

営業外費用

支払利息 404

持分法による投資損失 148

その他 126

営業外費用合計 679

経常損失（△） △120

特別利益

貸倒引当金戻入額 79

特別利益合計 79

特別損失

固定資産除却損 14

減損損失 ※２
 454

関係会社株式評価損 7

投資有価証券評価損 14

会員権売却損 2

石綿健康障害補償金 ※３
 83

事業撤退損 ※４
 1

特別損失合計 578

税金等調整前四半期純損失（△） △619

法人税、住民税及び事業税 90

少数株主損失（△） △2

四半期純損失（△） △708
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 11,361

売上原価 8,998

売上総利益 2,362

販売費及び一般管理費 ※１
 2,440

営業損失（△） △77

営業外収益

受取利息 11

受取配当金 5

その他 4

営業外収益合計 22

営業外費用

支払利息 122

持分法による投資損失 53

その他 78

営業外費用合計 254

経常損失（△） △309

特別利益

貸倒引当金戻入額 8

特別利益合計 8

特別損失

固定資産除却損 4

会員権売却損 2

石綿健康障害補償金 ※２
 3

特別損失合計 11

税金等調整前四半期純損失（△） △312

法人税、住民税及び事業税 18

四半期純損失（△） △330
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △619

減価償却費 1,043

貸倒引当金の増減額（△は減少） △77

賞与引当金の増減額（△は減少） △97

退職給付引当金の増減額（△は減少） 68

受取利息及び受取配当金 △58

支払利息 404

有形固定資産除却損 16

減損損失 454

投資有価証券評価損益（△は益） 21

石綿健康障害補償金 83

売上債権の増減額（△は増加） 1,704

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,182

その他の流動資産の増減額（△は増加） △59

仕入債務の増減額（△は減少） △276

その他の流動負債の増減額（△は減少） 57

その他 201

小計 683

利息及び配当金の受取額 73

利息の支払額 △376

法人税等の支払額 △536

石綿健康障害補償金の支払額 △52

営業活動によるキャッシュ・フロー △209

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △46

定期預金の払戻による収入 72

有形固定資産の取得による支出 △613

無形固定資産の取得による支出 △205

投資有価証券の取得による支出 △6

貸付けによる支出 △56

貸付金の回収による収入 75

その他 18

投資活動によるキャッシュ・フロー △762

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,760

長期借入れによる収入 1,260

長期借入金の返済による支出 △3,915

社債の償還による支出 △400

配当金の支払額 △190

その他 32

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,547

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 563

現金及び現金同等物の期首残高 2,928

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,492
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　　「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げ

の方法)に変更しております。

　　なお、これによる損益に与える影響はありません。

(2) リース取引に関する会計基準等の適用

　　「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一部会)、平成

19年３月30日改正))および「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号(平

成６年１月18日(日本公認会計士協会　会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))を第１四半期連結会計期

間から早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しており

ます。

　　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する方法によっ

ております。

　　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

　　これに伴う、リース資産計上額、営業利益、経常損失および税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微で

あります。
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【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　該当事項はありません。

 

【追加情報】

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

有形固定資産の耐用年数の変更

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機とし、設備改造や更新など資産の利用状況を勘案した結

果、第１四半期連結会計期間より機械装置の耐用年数を変更しております。

　この変更により、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益は147百万円減少し、

経常損失、税金等調整前四半期純損失はそれぞれ同額増加しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

額

　投資その他の資産 246百万円
　

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の

額

　投資その他の資産 180百万円

※２　有形固定資産の減価償却累計額　　21,917百万円

 

※２　有形固定資産の減価償却累計額　　21,336百万円

　３　保証債務

　　　非連結子会社の銀行借入金に対し、保証を行ってお

ります。

　アスクシンガポール 378百万円
　

　３　保証債務

　　　非連結子会社の銀行借入金に対し、保証を行ってお

ります。

　アスクシンガポール 226百万円

　４　受取手形割引高　　　　　　　　　　 149百万円

 

　４　受取手形割引高　　　　　　　　　　 109百万円

※５　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に

ついては、手形交換日をもって決済処理しており

ます。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含ま

れております。

　受取手形 89百万円

　支払手形 697百万円

　　　　　　　　　　―――――
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 1,910百万円

給料及び賃金 1,479百万円

賞与引当金繰入額 92百万円

退職給付費用 345百万円

※２　減損損失

第１四半期連結累計期間において、以下の資産に

ついて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類
金額
(百万円)

茨城県石岡市 遊休地 土地 255

茨城県水戸市 遊休地 土地 198

  計 454

当社グループは、事業用資産については、事業所

単位を資産グループの基礎とし、独立したキャッ

シュ・フローを生み出す最小単位でグルーピング

をおこなっております。

遊休資産については、個々の資産単位をグループ

としております。

石岡事業所土地および水戸事業所土地について

は、近年の当該土地の利用状況や新中期経営計画に

おける今後の利用見込から、第１四半期連結累計期

間より遊休資産として取り扱うこととし、直近の路

線価を基に減損処理をおこなったものであります。

※３　石綿健康障害補償金

石綿による健康障害により死亡、あるいは治療中

の方で労災認定され、当社事業との因果関係が特定

された方に対する補償金であります。

※４　事業撤退損

関係会社に対する貸付金等の放棄であります。

 

第３四半期連結会計期間

 

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 622百万円

給料及び賃金 495百万円

退職給付費用 114百万円

※２　石綿健康障害補償金

石綿による健康障害により死亡、あるいは治療中

の方で労災認定され、当社事業との因果関係が特定

された方に対する補償金であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年12月31日現在)

現金及び預金勘定 3,511百万円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△19百万円

現金及び現金同等物 3,492百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月

１日　至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 77,780,000

 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 122,530

 

 

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

 

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27
日
定時株主総会

普通株式 194 2.50平成20年３月31日平成20年６月30日利益剰余金

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

 

 
建設・建材
事業
(百万円)

工業製品・
エンジニア
リング事業
(百万円)

自動車
関連事業
(百万円)

その他
の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高        

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,5133,959 875 13 11,361 ― 11,361

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

29 6 107 47 192 (192) ―

計 6,5423,965 983 61 11,553(192)11,361

営業利益又は営業損失(△) 341 3 △21 50 374 (451) △77

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品および工事内容

(1) 建設・建材事業………………………不燃建築材料の製造、販売および工事の設計、施工

押出成形品の製造、販売および工事の設計、施工

耐火二層管の製造、販売

鉄骨耐火被覆工事の設計、施工

(2) 工業製品・エンジニアリング

　　事業……………………………………

 

不燃紡織品、工業用摩擦材・シール材、保温保冷断熱材、船舶用資

材、防音材、伸縮継手他各種工業用材料・機器の製造、販売

保温、保冷、空調、断熱、防音、耐火工事の設計、施工

(3) 自動車関連事業………………………自動車用を主とした摩擦材・シール材の製造、販売

(4) その他の事業…………………………保険代理業、その他
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当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

 

 
建設・建材
事業
(百万円)

工業製品・
エンジニア
リング事業
(百万円)

自動車
関連事業
(百万円)

その他
の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高        

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

19,87415,5683,097 40 38,580 ― 38,580

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

72 25 308 143 549 (549) ―

計 19,94715,5933,405 183 39,130 (549)38,580

営業利益又は営業損失(△) 1,097 656 △6 149 1,896(1,459)437

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品および工事内容

(1) 建設・建材事業………………………不燃建築材料の製造、販売および工事の設計、施工

押出成形品の製造、販売および工事の設計、施工

耐火二層管の製造、販売

鉄骨耐火被覆工事の設計、施工

(2) 工業製品・エンジニアリング

　　事業……………………………………

 

不燃紡織品、工業用摩擦材・シール材、保温保冷断熱材、船舶用資

材、防音材、伸縮継手他各種工業用材料・機器の製造、販売

保温、保冷、空調、断熱、防音、耐火工事の設計、施工

(3) 自動車関連事業………………………自動車用を主とした摩擦材・シール材の製造、販売

(4) その他の事業…………………………保険代理業、その他

３　追加情報

(有形固定資産の耐用年数の変更)

法人税法の改正を契機とし、設備改造や更新など資産の利用状況を勘案した結果、第１四半期連結会計

期間より機械装置の耐用年数を変更しております。

この変更により、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間の営業費用は建設・建材

事業で111百万円、工業製品・エンジニアリング事業で５百万円および自動車関連事業で31百万円増加

し、営業利益が同額減少しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累

計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累

計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　海外売上高は連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社エーアンドエーマテリアル(E01163)

四半期報告書

25/30



(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

  

１株当たり純資産額 117.25円

  

１株当たり純資産額 135.42円

 

２　１株当たり四半期純損失

第３四半期連結累計期間

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失 9.12円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため、また、１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

四半期純損失(百万円) 708

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 708

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 77,666,777

 

第３四半期連結会計期間

 

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失 4.26円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため、また、１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

四半期純損失(百万円) 330

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 330

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 77,659,479
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(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

平成21年１月15日開催の当社取締役会において、当社は平成21年２月18日を期して、建設・建材事業部門の工

事請負業を会社分割により新設するエーアンドエー工事株式会社に承継することを決議いたしました。

(1) 結合当事企業、会社分割の対象となった事業の名称等

　①　会社分割の対象となった事業の名称

　　　当社の建設・建材事業部門の工事請負業

　②　会社分割の対象となった事業の内容

　　　各種建築工事、建築耐火工事の施工およびそれらに付随する事業

　　　各種不燃建築材料の加工、販売

　③　企業結合の法的形式

　　　当社を分割会社とし、新設会社を承継会社とする分社型新設分割

　④　結合後企業の名称

　　　エーアンドエー工事株式会社(新設会社)

　⑤　取引の目的を含む取引の概要

当社は現在、建設・建材事業部門におきまして材料販売業と工事請負業を営んでおりますが、工事請負

業を分割することにより、それぞれの事業を特化し、合理化・効率化を更に図るとともに収益力強化を

目指すこととしております。特に工事請負業につきましては永年建材事業として培ってきた「施工技

術」および「施工力」ならびに「当社が持つ防耐火・遮音の認定(建材・構造等の総合的知識)」を活

かし、防音・遮音および防熱工事等も行う収益力の高い特色のある工事会社を構築いたします。

(2) 実施する会計処理の概要

「企業結合に係る会計基準」(企業会計審議会)、「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号)及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号)に基づ

き、「共通支配下の取引等」の会計処理を適用することとなります。したがって、この会計処理が連結財務諸

表に与える影響はありません。
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２ 【その他】

(1)　平成20年５月16日東京都、埼玉県、千葉県在住の建設従事者とその遺族より国と建材メーカー46

社に対し訴訟が提起され、６月６日に訴状の送達を受けた首都圏建設アスベスト損害賠償請求訴

訟は係争中であります。

また、平成20年６月30日に神奈川県在住の建設従事者とその遺族より国と建材メーカー46社に

対し訴訟が提起され、８月11日に訴状の送達を受けた神奈川建設アスベスト損害賠償請求訴訟は

係争中であります。

今後とも、裁判の推移に対応し、当社としての主張を行う等適切に対処していく所存でありま

す。

なお、当該訴訟がどのように推移するか予測することはできません。また、これら石綿による健

康障害に対する補償・損害賠償金等の今後の費用発生額については、合理的に見積もることは困

難であります。

 

(2)　当社が取得しております耐火間仕切壁構造(商品名：どっちも耐火60Ｅ)の大臣認定ＦＰ060ＮＰ

-0021が、耐火性能評価試験において耐火構造の要求性能を満たさず平成20年11月４日に取り消し

となりました。

当該認定を使用した施工済物件については調査継続中であり、当該認定書記載の仕様通りの施

工が行われた物件につきましては国土交通大臣の指導のもと改修等の対応をしてまいります。

なお、本件により当社の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性がありますが、上記の物件

調査が判明しない現時点では不明であります。

EDINET提出書類

株式会社エーアンドエーマテリアル(E01163)

四半期報告書

28/30



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社エーアンドエーマテリアル(E01163)

四半期報告書

29/30



独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成21年２月13日

株式会社エーアンドエーマテリアル

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　増　　田　　正　　志　　印

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　清　　水　　芳　　彦　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社エーアンドエーマテリアルの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の

第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間

(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等

に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。

 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エーアンドエーマテリア

ル及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間

及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半

期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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